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1 . はじめに 
本論文集は，Max Planck Institute of Research into 
























2 . Introduction : Structuring Informal Mechanisms 
of Knowledge Transfer by D.B. Audretsch , D. 


















第一部を構成する第 3 章から第 6 章では，知識
の移転パターンの形成に際して地理的および人間
関係上の近接性の果たす役割が論じられている。





における成功事例（mental model, role model）が
個人の企業家精神に影響をもたらすことを論じて
いる。第 5 章（O. Sorenson）は，情報ないし知
識の複雑度が高まると，それを適切に伝達する社
会的ネットワークがより重要になり，狭い地域で







72  The Role of Labour Mobility and Informal Networks for Knowledge Transfer  (Springer 2005) 
性のパターンと知識移転との関わりを分析してい







例として実証している。第 9 章（M. Quere）は，
アカデミックな科学がどのように商業化されるか
を科学者の起業という視点から取り上げている。




3 . The Mobility of Economic Agents as Conduits 
of Knowledge Spillovers by D.B. Audretsch, M. 
































4 . Geographic and Relational Proximity（第一部） 
 (1) The Spatial Distribution of Entrepreneurial 
Support Networks : Evidence from Semicon- 
ductor Initial Public Offerings from 1996 through 
















































 (2) The Impact of Regional Social Networks on 
the Entrepreneurial Development Process by D. 

















見習うべきモデル（mental model, role model）は
誰か，等の情報を得ることが出来る。 
地域的ならびに社会的・文化的な近接性












段階，の 4 段階から構成される。 
第一の一般的な経済主体（economic agent）が
起業家（entrepreneur）へと転化する段階では，他
人の成功事例としての mental model が必要で，起
業意欲がその後の意識の持ち方に影響を与える。 
次に，ビジネス機会の探索と発見までの過程で






















































 (3) Social Networks, Informational Complexity 














本章では，L. Fleming & O. Sorenson がアメリ
カの特許 1 万 7 千強から作成した，再結合可能度































































 (4) Transnational Networks and the Evolution of 
the Indian Software Industry by F. A. Täube
（第 6 章） 
本章は，インドの文化や民族性（ethnicity）が















研究としては，N. Bajpai & V. Shastri，A. Saxenian，
































































5 . Scientific Knowledge Flows and Labour Mobility
（第二部） 
 (1) Firm Placements of New Phds by P. E. 
































































 (2) Basic Research, Labour Mobility and Com- 






























































 (3) Science-Industry Relationship in France : 
Entrepreneurship and Innovative Institutions by 













































よ り安定 的な企 業組織 （ pragmatic origin & 
purposive eolution ） や 市 場 （ organic origin & 
non-purposive evolution），あるいはウィリアムソ






























 (4) Knowledge Creation snd Flows in Science by 





個人 i が有する知識 c の賦存量（endowment）を
νi,c（i＝1.2. .n, c＝1,2, , l－1）とし，各個
人による知識 c の生産は，知識 c のストックνi,c
とそれに最も近い知識 c＋1 のストックνi,c＋1 お





















νj,c*(i)－1>νi,c*(i)－1 or νj,c*(i)＋1>νi,c*(i)＋1 
(j が c*(i)周辺知識で優位） 
 



















































また，第 3 章における IPO 企業，法律事務所，VC
の立地場所と相互関係，第 6 章におけるインドの
ソフトウェア産業の発展と社会的文化的要因との
関連，第 7 章博士号取得者の分布と R&D 支出との
関係，第 8 章における科学者の転職による知識移
転の調査，第 9 章におけるフランスの科学界と産
業の関係に関する分析，いずれもユニークな視点
から丹念にデータを発掘し，あるいは事例をフォ
ローしていることは認められるが，普遍性の高い
モデルの提示に到っていないのがやや残念である。 
これに対して第10章は知識の生産とネットワー
クを通した普及の関係が興味深いモデルを用いて
提示されている反面具体的なデータによる検証は
なく，シミュレーションに留まっている。その中
では，第 5 章の特許間の距離と産業集積に関する
実証分析は，モデルとしての適切性や結果の新規
性など内容的には優れたものといえる。 
いずれにしても，インフォーマルな知識の移転
やネットワークの役割という問題を分析するモデ
ル自体を構築すること自体の難しさや，実証上の
困難さも多く，本論文集全体を通して分析の過程
や結果が必ずしも期待通りでないように見受けら
れる。それでも，今後に向けた新たなデータの発
掘やモデルの提案などは大いに評価されてよい。 
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